
 

1 of 3 

 

News release 
2020年 9月 7日 

PwC Japanグループ 

 

PwC Japan、世界初のmmhmmコーポレート・ベータ・テスターとし

て、オンラインプレゼンテーションのイノベーション創出に貢献 

ニューノーマルの時代に新しいオンライン体験を実現 

 

PwC Japanグループ（グループ代表：木村 浩一郎、以下 PwC Japan）は、米国 All Turtles社＊が生み

出したオンラインプレゼンテーションアプリ「mmhmm（んーふー）」の世界初のコーポレート・ベータ・テス

ターとなりました。PwC Japanの、顧客体験を中心とした先進的な取り組み（BXT**、バーチャルワーク

ショップなど）の実績とナレッジ、そして新しいことにチャレンジするマインドセットが評価されたものです。

グループ内外での活用を通じて、オンラインミーティングにおける新たな顧客体験の創出に貢献します。 

 

コロナ禍によるリモートワークの増加など働き方が大きく変わる中、ビジネスの世界のニューノーマルに

おいては、オンラインミーティングツールの利用が日常となりました。mmhmmは、既存のオンライン会議

ソフトや動画配信サービスと組み合わせて使うことで、プレゼンテーションをより効果的に見せることがで

きるアプリケーションです。好みの画面背景を選択できるほか、ミーティングに参加しているプレゼンター

のサイズや位置を自由に変えたり、透過表示させることで、オンラインミーティング特有の使いにくさや違

和感を軽減し、リアリティを担保するとともに、プレゼンテーション効果を最大化することができます。 

 

PwC Japanは、世界初のmmhmmコーポレートユーザーとして、当アプリのもつ表現拡張機能と、当グ

ループの新しい働き方である BXT（Business＝ビジネス、eXperience＝エクスペリエンス、Technology

＝テクノロジー）を通じて培ってきたバーチャルワークショップのノウハウを掛け合わせることで、新しい価

値を提供し、クライアントが抱える課題解決をよりスピーディーに実現することを目指します。 

 
 

■mmhmm ベータ版のプレビュー（日本語字幕あり）■ 

URL：https://youtu.be/lu8G6orT-QE 

好みの背景の中に、ニュースキャスターのように

スライドを表示(スライド表示機能) 

プレゼン時に、同僚に副操縦士（サポート役）になっ

てもらえる機能(コパイロット（copilot） モード) 

https://youtu.be/lu8G6orT-QE
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【mmhmmの主な機能・ポイントについて】 
 
① スライド表示機能：好みの背景の中に、ニュースキャスターのようにスライドを表示。 

 

② プレゼンター操作機能：発表者は、拡大や縮小された姿で画面上を動き回ったり、透過度を変えることが

できる。 

 

③ コパイロット（copilot） モード：プレゼン時に、同僚に副操縦士（サポート役）になってもらえる機能 

 

④ インタラクティブレコーディング機能：プレゼン資料をメールで送付することに代わる、新しいシェアの仕方

を提案。見たいスライドを選べば、そのスライドとプレゼンの動画を両方確認できる。 

 

 

＊All Turtles（オールタートルズ）社について： 

All Turtlesは、明確なミッションを持ったサービスを創り出す「プロダクト・スタジオ」です。手掛けるプロダ

クトは意義ある課題を解決し、ビジネスモデルはシンプルで直接的。インクルーシブな形での事業創造を

実践し、世界に真に意味のあるものを形にしています。2017年に、世界的なメモ・アプリ企業の元

CEO、Phil Libin（フィル・リービン）が創業。サンフランシスコと東京に拠点を置きつつ、世界中のメンバー

が多岐なスキルを持ち寄ってコラボレーションしています。 

https://www.all-turtles.com 

■機能の詳細について： 
http://ow.ly/O8kr50Bh1IR 

https://www.all-turtles.com/
http://ow.ly/O8kr50Bh1IR
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＊＊BXT とは： 

PwC独自のコンサルティングアプローチであり、コンサルティングという概念そのものを捉え直す新しい

働き方です。B （Business）は「経営にインパクトのある変化をクライアントと協創すること」、X

（eXperience）は「人間中心のデザインアプローチで、理想的な顧客体験・従業員体験を創出すること」、

T（Technology）は「新しいアイディアをテクノロジーを駆使して検討し、必要に応じてそのプロトタイプを作

成すること」を意味しています。 

 

PwC Japanでは、2017年のエクスペリエンスセンター＊＊＊設立以来、BXTを核にカスタマーエクスペリ

エンスの分析に基づいてクライアントのビジネスを再構築し、デジタルテクノロジーによるイノベーションを

創出してきました。ウィズコロナでは、早々にバーチャルワークショップのプログラムを開発し、リモート

ワークにおけるコラボレーションの在り方を新しい価値としてクライアントに提供したり、社員教育にも活

用しています。 

 

 
＊＊＊エクスペリエンスセンターとは： 

企業や社会が抱える課題の解決に向け、BXTのコンセプトを核に、デジタル領域で新たなイノベーショ

ンを共創する拠点として、2017年に開設しました。「直感的に面白く、これまでにない顧客体験」を創り出

していきます。 
https://www.pwc.com/jp/ja/services/consulting/experiencecenter.html 
 

以上 

 

 

 

PwCについて        www.pwc.com  

PwCは、社会における信頼を築き、重要な課題を解決することをPurpose（存在意義）としています。私たちは、世界157カ

国に及ぶグローバルネットワークに284,000人以上のスタッフを有し、高品質な監査、税務、アドバイザリーサービスを提

供しています。詳細はwww.pwc.com をご覧ください。 

 
 

PwC Japanグループについて     www.pwc.com/jp  

PwC Japanグループは、日本における PwCグローバルネットワークのメンバーファームおよびそれらの関連会社の総称

です。各法人は独立した別法人として事業を行っています。 

複雑化・多様化する企業の経営課題に対し、PwC Japanグループでは、監査およびアシュアランス、コンサルティング、

ディールアドバイザリー、税務、そして法務における卓越した専門性を結集し、それらを有機的に協働させる体制を整えて

います。また、公認会計士、税理士、弁護士、その他専門スタッフ約 9,000人を擁するプロフェッショナル・サービス・ネット

ワークとして、クライアントニーズにより的確に対応したサービスの提供に努めています。 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

PwC Japanグループ マーケット部 広報担当  Email： JP_PR@pwc.com 

平澤 潮 080-4882-0681 /  坂本 070-1574-8791 
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